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愛・地球博記念

「日本水ロケットコンテスト２０１０」

地区大会を開催するにあたって

愛・地球博記念「日本水ロケットコンテスト２０１０」実行委員会



2

地区大会

地区大会
「日本水ロケットコンテスト２０１０」は、全国約１３０分団で宇宙教育実践活動を行う日本宇宙少年団
を中心に、今夏８月１０日（火）までに、全国１０地区１１会場にて地区大会を開催し、定点部門、
飛距離部門から上位２名、を選出し、ＳＥＬ資格を有する付添リーダー１～２名を決定する。

コンテスト参加資格
日本宇宙少年団を中心に、一般参加者を含む小学４年生～高校３年生の男女とする。

競技内容
定点部門 ：飛距離５０ｍ先の的を狙って飛ばし、一番近くに落下させる。
飛距離部門：手押しポンプで規定量の空気を入れ、出来るだけ遠くに飛ばす。

大会スケジュールの予定（開催１０地区１１会場）
①北海道地区（１会場） 5～6月中に予定
②東北地区（１会場） 調整中

③関東地区（２会場）
*北関東地区 7月25日（日）
*南関東地区 7月19日（月・祝)

④北陸地区（１会場） 8月21日（土）
⑤東海地区（１会場） 7月25日（日）または7月18日（日）

⑥近畿地区（１会場） 7月24日(土)
⑦中国地区（１会場） 7月11日(日)島根大学
⑧四国地区（１会場） 調整中
⑨九州地区（１会場） 8月21日(土)～23日(月)
⑩沖縄地区（１会場） 調整中
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地区大会

結果報告
地区大会を開催した後、その開催状況・開催結果を事務局へ報告する。

地区大会における競技ルール
地区大会を開催する際の競技ルールは、前回同様に各地区が定めた競技ルールにより実施する。

２００９地区大会の開催概要（参考例）

【近畿地区】
１．開催日時等

開催日時：２００９年７月２６日 １０時〜１６ 時 芦屋市総合公園

２．参加者について
参加分団：六甲、みなべ梅の里、和歌山

（木津川、アトランティス、大和まほろば はアシストのみ）
参加人数：団員８名、一般２９名
参加年齢：６歳から１６歳まで

３．ギャラリーについて
人数：約60人 （保護者、芦屋市長、報道関係者、あしやＮＰＯ活動センタースタッフ など）

４．報道されたメディアについて
毎日新聞、神戸新聞、ＡＢＣテレビ

５．大会当日の記録
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全国大会参加について

出場者が決定したら
・地区大会を開催し、全国大会出場者・付添リーダーが決定したら、指定の様式にて事務局へ報告下さい。
・報告を受けた順に旅券等手配のご案内書をお送りします。

費用について
＜交通＞
・参加者の往復交通費は、大会事務局で負担いたします。
交通の手配等は、前回同様に旅行会社を通して手配いたしますので、各自で手配せぬようお願いします。

・交通費算出にあたり、ご自宅より最寄の公共機関の駅が起点となります。
・公共交通機関以外のマイカーの利用、タクシー、レンタカー等は認められませんので、予めご了承下さい。
＜宿泊＞
・大会事務局で手配、負担いたします。
＜食事＞
・大会期間中の食事は、大会事務局で用意いたします。ただし、アレルギー等で食事が取れない場合は、
個人で特別食をご用意いただきます。

リーダー以外の保護者等付添者について
・前回同様に、旅行会社を通じて往復旅券や宿泊場所を手配することは可能です。その場合の費用は個
人負担となりますので、予めご了承下さい。

・会期中は、参加者のお子様と行動は別となります。移動バスにはご乗車できませんので予めご了承下さい。
ただし、愛知万博記念公園（ﾓﾘｺﾛﾊﾟｰｸ）内でのアトラクションや競技会見学はご自由にご参加できます。

交通手配の委託業者は、決定次第、別途ご案内致します。
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ＳＥＬ（宇宙教育リーダー）実践活動助成制度のご案内

＜平成21年度募集例＞

○地区予選大会を実施する上で、運営者にＳＥＬがいる場合、
左記のとおり、22年度についても活動助成が受けられます

ので、ご活用下さい。

（制度利用の参考例）
地区予選大会でランチャーがなく、実施が困難である。
また、ＪＡＸＡよりランチャーを借用する場合、 １台あたりの

メンテナンス代が３，０００円と往復送料がかかる。
計６台必要とすると約４０，０００円の費用が必要。
とても地区では負担できない。

↓
ＳＥＬ４～５名で活動助成申請する

↓
書類審査、採択や交付額の通知

↓
活動（地区予選大会の実施）

↓
報告書の提出

↓
助成金の交付


